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1．地域特性 ＜地域特性（気候や地理的条件、文化等）を活かした取り組み＞ 
対馬は総面積の 89％が森林を占め、広大な森林資源は年間自然成長増による増加量は、189,000t が

見込まれる。このマテリアルの有効利用は、多面的な利益を対馬にもたらすものであります。対馬は、

化石燃料価格が日本で常に一番高く、対馬の企業の利益を圧迫しているのも現実的な切迫した問題です。

因みにガソリンは福岡と比較した場合リッター当り 30 円も高いのが当然として罷り通っているのが現

状です。 
エネルギー問題を解決することが、企業の利益の鍵となる。 

 
２．独自性 ＜創意工夫がされ、他にはない若しくは他とは違った取り組み内容＞ 

2005 年（京都議定書発効の年）Biomass energy 利用計画と年を同じくして、対馬市･米寿会が対馬

市の温泉･温水プール施設の経営破綻から、再生計画の一端として計画されたもので、地球環境問題と

化石燃料削減（此れには対馬独自の事情があり、ガソリン･灯油・軽油・A 重油、総て九州本土よりリ

ッター当り 20 ないし 30 円高いとゆう事情がある）と、一方森林資源は対馬全土の 89％を占める、資

源の有効利用と地域の雇用問題を含め、燃料としての安価で安定な供給のため、安定価格での調達のた

めの工夫（ラミナー製材）依る副産物の（背板の利用 tip fuel）国内で価格コントロールできる（石油

メジャー・OPEC の影響を受けない）、外貨を節減できる、利益が地元に還元される（対馬の資源所有

者･林業･製材業等）、雇用の促進が可能（求人倍率は常に五島と最下位）過疎化防止に貢献できる。 
 
 ３．連帯 ＜他団体や市町村と連携しているかどうか。 

連携している場合、連携していることによる相乗効果が生まれているか＞ 
対馬市の温泉・温水プール施設の森林資源を対象とした、森林組合・林業公社・森林資源生産企業・

製材所・個人生産者 
  
４．継続性 ＜現在までの取組み実績はどうか。また、今後も引継取り組みの継続性が見込まれるか＞ 
製塩業者・渚の湯の『湯多里ランドつしま』・他農業生産 

  
５．発展性 ＜今後、取り組みの広がりや発展の見込み＞ 
海水からの製塩への取り組み 

  
６．二酸化炭素の削減効果 ＜CO2の削減効果はどの程度見込めるか＞提出：参考資料の通り 

調査年 総熱量（㎾） 総熱量（㎉） 月数 灯油換算値（ℓ） 
06年 1,598,905.1 1,375,058,386.0 12.0 167,424.60
07年 1,506,584.4 1,295,662,584.0 12.0 157,699.90
08年 1,345,976.4 1,157,367,704.0 12.0 140,867.50
09年 1,160,448.4 997,985,624.0 11.0 121,512.90

合計 5,611,914.3 4,826,074,298.0 47.0 ① 587,504.90
② ＊灯油リッター当りの CO2排出係数は、2.51 ㎏（環境庁基準値による） 

587,504.9① ×2.51② ＝ 1,474,637.3 ㎏/CO2 ＝ 1,474.6t/CO2 
現在国内検討中の取引価格trade価格（試算価格）¥6,046/tとすると¥8,915,657.1 
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